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システム導入前、入庫、棚入れ、出庫、棚卸しは、紙への手書きによる管理、ＥＸＣＥＬファイルによるデー 

タ管理としていた為、在庫管理業務に何人も必要で、何度も確認していました。しかも、従来の在庫管理 

方法では、人の書き間違え、データ入力ミスを100％防止するのは困難であり、この課題を解決するための 

システム導入を検討されていました。 

また、お客様より入庫、在庫、出庫までの一連のデータ履歴を瞬時に確認できる事もシステムに求められ 

て、人による作業が介在せずに正確に在庫管理することを必要とされていました。 

人手によって行われていた在庫管理及び実作業をシステム化し、在庫を 
正確に把握でき、出庫間違い防止し、履歴収集可能になった！ 
人手によって行われていた在庫管理及び実作業をシステム化し、在庫を 
正確に把握でき、出庫間違い防止し、履歴収集可能になった！ 

肇慶市萬亜電子有限公司社様 

生産現場「カイゼン」レポート 生産現場「カイゼン」レポート 

１．お客様概要 

２．システム導入の背景 

肇慶市萬亜電子有限公司様は、 ＡＤＯＭＡＸ様の海外グループ会社であり、同中国・拠点（肇慶）では、 

車載用ＣＤプレイヤー、ＤＶＤプレイヤーを製造しています。 

a­Sol Solution Case Introduction 

３．導入システムの特徴 

お問合せはこちらまで！ 
TEL： 021-6440-1765 FAX： 021-6432-6768 
E-mail： sales@a-solsh.com 

■サプライヤから納品された部材に管理用シリアルコードラベルを発行・添付することにより、全ての部材 

在庫を統一管理可能。 

■棚を番地管理（ロケーション管理）することにより部材を格納する棚を間違いなく迅速に特定することが 

可能。 

■ＢＯＭマスタを基に先入先出を採用して、迅速に、正確な出庫指示を自動作成可能。 

■出庫指示の部材と部材に添付されているラベル上のシリアルコードをＢＨＴにより検証することが可能。 

■ＢＨＴを用いて、棚卸し実施することにより、実在庫確認を迅速かつ正確に把握可能。 

■在庫の品質状態（良品→不良品）変更するができ、不良品の誤出庫防止可能。 

■通常出庫数を崩して、端数単位で出庫することが可能。 

■全て作業において、履歴を収集する事により、入庫～棚入れ～出庫まで、誰が、いつ、どのロケーション 

で、どの作業行ったか把握可能。
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a­Sol Solution Case Introduction 
肇慶市萬亜電子様向け部材在庫管理システムのイメージ 

サプライヤ添付バーコードをスキャン。 
管理用シリアルコード発行し、添付。 
⇒入庫完了 

入庫 

a-Sol (Advanced Auto Identification Solutions Co., Ltd) 帝訊信息技術有限公司 
本社所在地：上海市長寧区金钟路658弄東華大学科学技術園2号楼A座301 
TEL： 021-6440-1765 FAX： 021-6432-6768 E-mail： sales@a-solsh.com 

５．システム構成 

データベースサーバ クライアントＰＣ 

プリンタ 
（帳票印刷用） 

バーコード 
ハンディターミナル 

＜倉庫＞ ＰＣモジュール導入 

ＢＨＴモジュール導入 

４．導入効果 

■お問合せ 

コミュニケーションユニット 

■在庫数を正確に把握でき、在庫回転率が上 
がった。 

■誰が、いつ、どの部材を受け入れたかを100% 
把握できるようになった。 

■正確でなかった、先入先出を１００％実現でき 
るようになった。 

■出庫指示を検証することにより、誤出庫を撲 
滅することができるようになった。 

■BHTによる棚卸しにより、仕損数、在庫差異を 
明確に把握できるようになった。 

登録 

＜前準備＞ 

・ユーザ登録 ・ロケーション登録 
・ベンダー登録 ・ＢＯＭマスタ登録 
・部材登録 

・部材名 ・数量 
・生産ＬＯＴ ・シリアルコード 

収集情報 

出庫指示 

出庫 

オペレータＩＤスキャンし検証する。シリアルを 
スキャンし検証、ロケーションをスキャンし検証 
する。部材を棚から取り出す。検証結果をサーバ 
へアップロード⇒出庫完了 

在庫管理 
データベース 

履歴照会 

サプライヤ 

納品 

製造 

製造ライン 

良品 

BOM表 

出庫指示をBHTへダウンロード 
⇒出庫準備完了 

・オペレータＩＤ 
・シリアル<出庫指示対象か？> 
・ロケーション<出庫指示対象か？> 
・数量<出庫指示数に達したか？> 

検証 

棚卸し 

シリアルとロケーションを 
スキャンし、実在庫データ 
収集⇒棚卸し完了 

品質管理 

ＰＣ上にて部材ロット毎に 
品質状態を「良品」、「不 
良品」指定 
⇒品質変更完了 

ＯＫ 

良品 

ＮＧ 

不良品 

移動管理 

シリアルと移動先ロケー 
ションをスキャン 
⇒移動完了 

・オペレータＩＤ<登録されているオペレータか？> 
・シリアル<入庫済みの部材か？> 
・ロケーション<事前指定されているロケーションか？> 

検証 

オペレータＩＤスキャンし検証する。シリアルをスキャンし検証、 
ロケーションをスキャンし検証する。部材を棚に入れる。検証 
結果をサーバへアップロード 
⇒棚入れ完了 

棚入れ 

在庫 

不良品 

処理待ち品 

緊急出庫 

出庫済部材に対して 
ロット単位でなく端数にて 
出庫可能。出庫作業は 
通常出庫と同様 

払い戻し 

シリアルと戻し先ロケー 
ションをスキャン、数量 
指定⇒払い戻し完了 

・出庫指示 
<BOM表を基に先入先出で生成> 

作成情報 

プリンタ


